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AA&S流体流体流体流体ソルバーソルバーソルバーソルバーAEOLUSのののの計算計算計算計算フロフロフロフローーーー    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ I ] Diffusion & Reaction Phase（拡散項&反応項積分） 

・質量  ： 0=
∂

∂

t

ρ
 

・運動量 ： τ
u

⋅∇=
∂

∂

t
ρ  

・エネルギー ： reactionp QT
t

T
C &+∇⋅∇=

∂

∂
)(λρ  

・化学組成 ：
reaction

kk
k YD
dt

dY
ωρρ +∇⋅∇= )(  

      ・数値解：
*QQ ⇒n  

[ III ] Advection Phase（移流項積分）：CIP法法法法 

・質量  ： 0=
Dt

Dρ
 

・運動量 ： 0=
Dt

Du
ρ  

・エネルギー ： 0=
Dt

DT
C pρ  

・化学組成 ： 0=
Dt

DYkρ  

      ・数値解：
1** +⇒ nQQ  

[ II ] Acoustic Phase（音響項積分）：GCUP法法法法 

・質量  ： u⋅∇−=
∂

∂
ρ

ρ

t
 

・運動量 ：
ρ

p

t

∇
⋅∇=

∂

⋅∂∇ u
 

・エネルギー ：
dt

dp

t

T
C p =

∂

∂
ρ  

・状態方程式 ： ),,( kYTfp ρ= （解の拘束条件） 

 ４つの連立によって圧力のみの方程式が導出される。 

      ・数値解：
*** QQ ⇒  



AEOLUSが採用する数値積分の方法 

 

① 方程式を部分段階法で数値積分します。これは、方程式に寄与する項を一つ

ずつに考慮して積分する方法です。ｎステップ目の解から n+1 ステップ目

の解が求まるまで、中間解を経由します： 1*** +⇒⇒⇒ nn QQQQ  

② 方程式は、非移流項・移流項に分解されます。AEOLUS では、非移流項と

して、拡散項・反応項・音響項を含みます。 

③ 拡散項・反応項は、寄与する項ごとに適切な解法を採用します。 

④ 特に、音響項積分には GCUP 法法法法を用います。そこでは、圧力の非線形方程

式を解き、解が物質の状態方程式を満たします。一方、従来の CUP法は圧

力の線形方程式を解いています。 

⑤ 移流項積分には CIP法法法法を採用します。 

 

 

 

 

 

 


